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一一ー その病因と疫学一一一
臨床症状
急性出血性結膜炎 (AcuteHaemorrhagic Conjunc-
tivitis=AHCと略す) とはいかなる疾患かということ
をまず述べよう。
きわめて短い潜伏期(多くは 24時間以内，永くとも 
48時間を越えない)の後に眼の異物感，悲痛，それに涙
が出る。一眼から始まっても，必ず他眼も一両日中に侵
される。最も特徴的な症状は結膜下の出血で，点状出血
から広汎の部位に及ぶものまで種々で， これに加うる
に，結膜，眼険の浮腫が著しい。急性期数日は全く作業
能力を奪はれるが，幸に予後はよく， 2週間以内に完全
に治癒する。角膜には表在性炎症があるが，治癒しやす
く，アデノウイルス 8型による流行性角結膜炎のように
白濁を残すことはほとんどない。全身症状はほとんどな
いが，まれに下肢の麻癖を合併することがある。
病原 
1971年秋， 筆者が東南アジアに旅行した際， 各地で 
AHCの流行に遭遇した。同年 12月帰国してみると，
本症は，すでに日本に入っており，われわれは三重県，
東京都，北海道などの患者から 15株のウイルスを分離
することに成功し， これを AHCウイルスと名付けた。
患者のぺア血清は AHCウイルスに有意の抗体上昇を
示し， AHCウイノレスがたしかに AHCという病気の病
原体であることをたしかめた。このウイルスは，ポリオ
ウイ Jレスなどの属するエンテロウイルスの一般性状を示
すが，従来既知のエンテロウイルスとは全く異った新し
いタイプのエンテロウイルスであることを早々と確認し
て 1972年 6月の Lancet誌上に発表し， これは世界で
最も早い報告となった。またこのウイルスをサJレの脳脊
髄内に接種すると中等度の神経毒力をもち麻庫を生ずる
ことも，われわれの明らかにした点である。
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AHCの疫学
先に述べた通り， AHCは 1971年にアジア全体に流
行したが，そもそもこの流行の源泉地は西アフリカのガ
ーナなのである。 1969年 6月に同国の首都アクラで新
型結炎が多発し，丁度同じ頃アポロ 11号が月に着陸し
たので，ガ{ナ人はこれを結びつけてこの病気にアポロ
病というニックネームを与えた。
さてその後アポロ病は隣国のナイゼリア，コート・デ
ュボアノレなどに拡がり， 71年には， 北アフリカに及ん
だ。奇異なことにはアジアの流行は，別にジャワもしく
はパリ島あたりから始まった模様で， 1970年にはヲャワ
島とシンガポールにあきらかな大流行が起り，ついで翌
年にはインド亜大陸からアジア全体に拡がったものであ
る。カルカッタでは患者数が， 100万人を越えたとい
っ。
なぜこのようなこつの流行フォーカスが独立して生じ
たのであろうか。ちなみにアフリカの流行が日本の流行
と同じ AHCウイノレスにより起ったことは，われわれが
ウイルス学的にすでに確認している。
インドネシアとガーナの疫学的共通点をつきつめる
と，回教が浮び上ってくるo わたくしは恐らく AHCウ
イルスが撒布された初期の段階では，メッカへの回教の
巡礼が一役演じているのではないかと考えている。過去
のコレラの流行などのことを考えると，あながち無理な
想像ではないで、あろう。 
AHCウイルスの源泉地はガーナなのか， はたインド
ネシアなのか。これには今のところもちろん回答を与え
ることはできないが，時期的にはガーナの流行が少なく
とも早く人自についているところから，西アフリカ起原
ということが考えやすい。ひと頃メッカが源泉地と考え
たこともあったが，サウジアラビアのジェッダなどの流
行は漸く 1973年になって起っているのでその可能性は
少ないようである。
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一方歴史的にみるとアフリカからヨーロッパへ限病が
十字軍その他を通じて拡がったということがあり，その
最も有名なのはナポレオンのエジプト遠征に際して起っ
たという EgyptianOphthalmiaの流行である。 これ
は一般に急性トラコーマの流行といわれているが，果し
てどうだか分らない。また面白い話としてフランスの奴
レイ船 Rodeur号というのが， 1819年にナイゼリアか
ら奴レイを西インドへ運ぶ途中，眼病が船中に蔓延し
て，航海ができなくなったというエピソードがある。こ
れらの事実は，われわれの知らない眼病がアフリカの奥
地にあって，時あって大流行を起したものと解釈でき
る。 AHCのパンデミ{はおそらくそういった一つの疫
学的現象であって，その病原ウイ Jレスをわれわれが突き
とめたわけである。
アポロウイルスの旅
この新しいウイルスを AHCウイ jレスとわれわれは名
付けたが，実は今少し後悔しているので，元々のニック
ネームに従ってアポロウイルスとすればよかったと思っ
ている。
とまれ，私は，共同研究者である東京女子医大眼科の
内田幸男教授と一緒に， 1973年 9月から 10月にかけて，
アフリカの流行地を廻った。これをアポロウイルスの旅
とよんだわけであるo 講演会では，風物のスライドなど
を示して旅行の印象なども述べたがここではそれもでき
ないので，ごく簡単に触れるにとどめる。わたくしども
はカイロ，チュニス，ラパット(モロッコの首都)，ァク
ラ(ガーナ)，ラゴス(ナイゼリア) を訪ねた。主な目
的は現地の状態をこの眼でみること，患者の材料をとる
こと，現地の研究者と連絡することなどであり，ほぼこ
の目的は達成された。
チュニスでは，私の訪問時未だ、流行が起っていて，検
体をとることができた。そのほかの国々では少なくとも
わたくしたちの訪れた首都での流行は終熔していたD
今まで知られていない新しいウイルスが世界的にパン
デミーを起すことは，時々インフ Jレエンザなどではある
が，珍らしいことである。このような新型ウイルスはな
ぜ突然出てくるのか。インフルエンザウイルスの場合に
は， トリ，ウマ，ブタなどとヒトのウイルスの交流が原
因と考えられるようになってきた。 
AHCウイルスの起原についても，わたくしは，この
ような考えが成立つのではないかと思っているo北，西
アフリカは東アフリカと異り，猛獣野獣の類は意外に少
なく，これらと人との交渉もないので，家畜として多い
ヤギ， ヒツジ，ウシなどが AHCウイ jレスを提供した元
の動物ではなかろうかというのが，わたくしの予想なの
である。未だアフリカの動物や家畜についてのデータは
ないが，日本のウマやウシの血清中に AHCウイルスに
対する抗体のあることを確めているので，そのような予
想の一つの根拠になると思う。
想像をたくましくすると， AHCウイルスの源泉地は
サハラ砂漠南辺の昨年飢きんのあった Upper Volta， 
Mali，Nigerの辺りの遊牧民とウシ，ヤギ，ヒツジの辺
りにあるのではなかろうか，と思はれるのである。
アクラの KorleBu病院，現在のガーナ大学医学部病
院は野口英世博士が 1923年に黄熱の研究中，感染してた
おれた地で，ロックフエラー財団の作った記念碑と日本
で、たてた胸像，当時の実験室が残っている。現在でこそ
ジェットで 2日ほどの旅で日本から行けるのだが，何年
前はここはまさに白人の墓場であったにちがいない。今
さらながら人類のための科学の戦士であった Noguchi
の悲劇的な終えんを追憶した次第であった。またわれわ
れの発見した AHCウイルス(これは学問的にはEntero・ 
virus 70"と名付けられようとしているが)がここを発
祥の地として日本に到達したのも，何か因縁浅からざる
のを感じたので、あるo
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